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　一方，南本町 3 丁目では，1970 年から 2019 年



















木の施工には，間口 3 間当たり 120 万円から 130
万円（補助金の限度額は 45 万円），約 60% は自
己負担であったという．したがって，官民一体と
なった保存整備活動が進められているにもかかわ
らず，雁木の整備は，自らで行わなければならな
いという思いが住民間では強いと捉えることがで
きる．
4．結論
　行政は，自らが歴史的建造物の所有者になるこ
とによって，町家の保存・活用および拠点施設と
しての整備を行い，観光協会，NPO 法人などと
ともに地域文化の商品化を試みていた．一方，住
民は日常的な通路空間の維持を雁木の保存の目的
としていた．とくに若年層の職住分離傾向が進ん
でいることから近隣の結びつきが弱まり，雁木を
めぐる共同体としての意識が培われにくくなって
いることが明らかとなった．
　また，断続区間が発生することによって，雁木
の歩行路としての本来の機能が失われ，住民のみ
ならず観光客も車道を歩く様子が確認できた．こ
れは，雁木の生活道路としての有用性が失われて
いることを意味している．したがって，雁木の保
存の意識を高め観光地化の促進を期待する行政側
と，そこに暮らす地域住民側との間に，雁木の位
置づけにかかわる共通点を見出し得るか否かが，
今後の課題となるであろう．■
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